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大勢の人々が集まるホールや体育館,公共施設空間で頻発する天丼や設備の落下被害。

国土交通省,建築学会,文部科学省,建設会社の技術者,音響ホールの専門家等がそれぞれ

の立場から,被害の概要や安全対策について講演します。

1.学校施設における非構造部材の耐震対策    4.設 備機器の被害の実態|

西村文彦 (文部科学省)            川島隆朗 (鹿島建設)

学校施設は,子どもたちの学習・生活の場であり,災害時には地域  東日本大震災から4年が経過し,天丼等非構造部材の落下対策
め避難所になることも多いことから,その安全性の確保は極めて重  がクローズアップされてきた。『建築設備』におぃても,2014年版建

要である。そのため文部科学省では,学校施設の耐震化と併せて,  築設備耐震設計"施工指針が発行されたが,建築設備の問題点

屋内運動場の吊り天丼等を含めた非構造部材の耐震点検・対策を  や課題,対策については技術的な根拠が全て確立されたとは言い

進めている。本講演では,全国―の学校施設における非構造部材の  難い。本講演では1建築設備の被害の特徴や建物の維持管理の

耐震対策の現状や,文部科学省の取組状況,今後の方向性につい  観点で参考になると思われる事例を分かりやすく紹介するとともに

て紹介する。                         振動実験や改定された指針から得られた建築設備の耐震対策の

最近の方向性を報告する。
2.建築学会の導く安全な天丼

5.音楽ホ■ルと重量天丼川口健―(東京大学)

天丼落下は,地震時以外にも頻繁に発生している。「人命保護」   福 地 智 子 (永田音 響 設 計 )

を確実にするためには,落下現象の制御が最も重要である:日    ォーヶストラなどの演奏では,低音がしつかり鳴ると安定感のある
本建築学会の「天丼等の非構造材の落下に対する安全対策指    響きに感じられる。低音をしつかり響かせるには,低音の残響時
針」では,人命保護と機能維持を明確に区別し,人命保護を確実   間を十分に確保することが必要である。低音の吸音率は、仕上げ
にするための様々な方法について基本的な考え方から詳細に述   材料の下地への留め方などによっても変わるが、やはり質量に対
べている。本セミナーでは,日 本建築学会の指針の基本的な考え   する依存度が最も高く,音楽ホールには質量の大きな材料の設
方と,その概要について述べる。                 置が不可欠である。本講演では,音楽ホールに必要な音響条件

を具体的に示すとともに,それに関係する建築条件なども併せて
3.様々な工法と実例 ‐   1         報告する。

小早りlI規 (大成建設)  . ‐

天丼は快適な室内空間実現の為にあり,安全性はそれ以前の性
能である。本講演では,安全な工法として,軽量柔軟な天丼材の

採用,直天丼化,フェイルセーフエ法,準構造化など様々な工法
とその実例について紹介する。

◆ 日時 :7/9(木 )13:00～ 17:00

◆会場 :石川県地場産業振興センター本館lF第 7研修室  ◆アクセス :[タ クシーpR金沢駅西 口より約 10分

〒920-8203石川県金沢市鞍月2丁 目1番地       [北 鉄バス]JR金 沢駅西 日より約20分

◆参加費 :一般 9′000円 ,学生3′000円

参加費はセミナー当日に現金でお支払いください。引き換えに参加証と領収書をお渡しします。

◆お申し込み方法 :下記URLからlASS2016ホームページをご参照ください。

URL:http:〃 iasS2016.jp/seminars/seminars.html

※事前申し込み制です。当日会場に直接お越しいただいた場合入場できません。

◆後援 lASS2016ホームページをご参照下さい。   ◆協賛 日本建築学会,日 本建築構造技術者協会(JSCA)

◆お問い合わせ プレシンポジウム幹事(Oreseminaraass2016.io)


